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2006 年  01 月  01 日  

熊野の旅 謹賀新年  
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2006 年  01 月  04 日  

熊野の旅 冬こそ熊野へ 
 あけましておめでとうございます。 
 今年最初の書き込みです。 
 冬になると帰省客とか以外は旅行者が減ります。雪で交通機関は乱れるし、北風は

冷たいし…旅をするには厳しい条件ですからね。 
 日本列島の中でここ熊野は南の方です。緯度から言えば熊野市は山口県光市と同じ



くらいで北九州より北なのですが、目の前の黒潮のおかげではるかに暖かくなってい

ます。 
 今年は北極からの寒波が次々と南下して豪雪になっていますが、ここではひらひら

と降り残しの雪が舞うことがあってもまともに降ってはいません。 
 熊野は元々『熊野・ゆや』＝『幽野』とも言われますが、もう一つの呼び方が『牟

婁・むろ』＝『室』…暖かい場所なのです。 
 寒い奈良や京の都から見れば雪もほとんど降らない熊野の海岸線はまさに「ムロの

地」ですからね。 
 『寒い場所には寒いときに行け・・・』は一つの真理なのですが、スキーとかでな

い限りやはり行動に制約がかかってしまいます。そんな季節は雪も降らずいつでも歩

き回れる南に下りてくるのが得策だと思います。 
 山の緑はこの時期くすんでいますが、海はいつでも輝いています。 
 七里御浜に座って海を眺めていても天気がよければ寒いと言うことは少ないです。

真夏では砂利が焼けているので朝早くと夜でないと浜に座ることも出来ません。 
 木本町の海岸沿いの国道にはほかほか弁当の『かまどや』、ハンバーガーの『モス

バーガー』、出前ピザの『アオキーズピザ』が軒を並べています。お好きなものを買

って道を渡れば七里御浜です。浜に座って光り輝く黒潮の熊野灘を眺めながら食べる

のは他ではあまり出来ないことだと思います。ただし、ごみだけはもって出てくださ

いね。（2010 年一月現在ピザ屋・弁当屋はもうありません） 

 
by je2luz | 2006-01-04 12:44 | 



2006 年  01 月  05 日  

熊野の旅 冬の熊野路要注意箇所 
 南国紀州にも寒い場所があります。前にも書きましたように紀伊半島が暖かいのは

南の方だからではありません。目の前を黒潮が流れているからです。だから、黒潮の

恩恵に与れない一山越えた山間部は冬場にはちゃんと冷え込みます。 
 こうした気象条件ですから、国道４２号線も夜間には凍結する箇所が結構あります。 
 海の見えない山間部は凍結すると考えていいわけです。ただ、よそから来た人には

その山間部がわかりませんね。昼間は雪でも降らない限り４２号線は凍りません。道

の外に雪があれば誰でも警戒しますね。夜になると地形は分からなくなるし。悪いこ

とに北国の道路のように全面凍結しているのではなくほんの 10ｍとかが突然凍結し

ているのです。真っ白になるのではなくぴかっと光っているだけです。最近は国道管

理事務所が毎晩のように凍結防止剤を撒いてくれますから随分安全になりました。 
 南国の国道だからと油断しないで、凍結防止剤の粉が散っていたり、その区間だけ

道路の外がぬれていたりするときはそこが凍結区間ですから速度を落として通過し

てください。と、言ってもあわててブレーキを踏んで本当に凍結していたらかえって

危険ですね。 
 山間部で山のそばを走るところは日当たりが悪いので危ないわけです。そうしたと

ころで速度を落としてもさほど時間は変わりません。信号も停滞も無い国道ですから

ね。伊勢自動車道を降りてから熊野まで 110Km です。のんびり走っても２時間一寸

です。あわてて走っても２時間ほどです。冬の夜中だけはのんびり走ってください。

夏は夜の１２時までは夕涼みの取締りがあるときがあります。冬はお巡りさんの代わ

りに冬将軍がわなを仕掛けているときがあります。お気をつけて… 

 
by je2luz | 2006-01-05 13:07 



2006 年  01 月  07 日  

熊野の旅 熊野古道と野生動物 
 熊野は名のとおり熊も居ます。他にはイノシシ・鹿・カモシカ・ウサギ・狐・狸・

イタチ・猿など四足で本州に生息するものはほとんど居ます。海岸沿いに飛び飛びに

集落があり、山間部は川沿いにこれまた飛び飛びにほんの少し集落があるだけですか

ら動物が居て当たり前です。国道が整備されて一見開けたように見えて少しも開けて

は居なく、一番開けていたのは戦後すぐ位の時期です。それ以降はどんどん人口も耕

地面積も少なくなっています。段々畑や棚田はどんどん山に戻っています。昔のよう

に動物と神様にお返ししている状態です。 
 動物がたくさん居ると言えば都会の人には楽園のように聞こえるでしょうが、現地

に住む人にとっては楽園どころか大変なことです。作物はこの動物たちに寄ってたか

って荒らされます。熊、イノシシ、鹿は出会うと非常に危険です。猿も今は人間に危

害を及ぼしませんがこれから先、日光の猿のように凶暴化する可能性もあります。い

までも女の人や子供はなめられています。 
 地元の山働きの人は山に入るときトランジスタラジオを持参することがあります。

そして山を歩くときに大きなボリュームで鳴らします。これは熊やイノシシの危険な

動物に遭遇しないためです。生活の知恵ですね。ウォークマンや I ポッドでは役に立

ちません。なにせ大きな音は本人にしか聞こえていなくて万一動物が出ても気づくの

が遅くなるだけですからね。 
 この２月 12 日に尾鷲市内八鬼山峠（やきやまとうげ）が通行止めになるようです。

この周辺の林地に鹿が出没して杉や桧を荒らすので追い払うためだそうです。 
 熊野古道の周辺は禁猟区になっていますから、動物が異常に増えることにもなりま

す。こうした通行止めは初めてですがこれからは時々あるかもしれませんね。 

松本峠 

・・・カメラはイコフレックス 2a 改良型  by je2luz | 2006-01-07 12:05 



2006 年  01 月  08 日  

熊野の旅 松原と朽船 
 私はカメラの試写で撮るものが無いときには『有馬松原』に良く出かけます。熊野

は空気がきれいで海がきれいで…しかし、取り立てて有名で大きなお寺があるでなし、

神社も古代信仰の名残を示す素朴なものです。熊野古道も杉木立の中を行くものでス

チールにすると意外と単調なものです。そんな訳で被写体もふんだんには無いのです。

せめて町が大きければ町並みを撮ったり人波を撮ったりというのもあるのですが・・・ 
 今から 30 年ほど前から 20 年前ほどまではこの松原には良く出かけました。我が

家のワン公『ペケ』の散歩に行ったのです。広い松原と人の居ない浜がありペケが走

り回るのに適していたからです。今は遊歩道ができて散歩する人も見かけますがその

頃はジャングル状態でした。 
 その一箇所がここ志原尻です。この『尻』は河口の意味です。この横に産田神社の

脇を流れる産田川が海への出口を求めてやってきています。 
 ここには昔から半農半漁の人たちが居ます。私が犬の散歩に行っていた頃は春先の

いわしのシーズンともなると地引漁の船が堤防の外の浜に出されて何時でも出せる

ようになっていたものです。それが、最近ではずっと堤防の中に座っています。三艘

ある船の中で本当に海に出せそうなのは一艘だけです。 
 今では数少ない木造和船が腐りかけています。昔ならペンキを塗り続けてもっと長

持ちさせたのでしょうが、出漁の見込みも無くなってこの様に朽ちて行っているよう

です。 
 かつて活気があった場所だけに寂しい気持ちになります。 

 
カメラはエンサイン・セルフィックス 16-20・英国  by je2luz | 2006-01-08 12:24  



2006 年  01 月  09 日  

熊野の旅 松くい虫対策 
 以前にも書きましたように、七里御浜は半世紀前までは見事な松林でした。 
 弓なりに伸びる 20Km にも及ぶ松林は全国に誇るものでした。切れ目は何本かあ

る川のところだけでした。 

 

 上の写真は『松食い虫』にやられて枯れた松です。葉が真っ赤になって枯れてゆき

ます。犯人は松食い虫といわれる羽の生えた昆虫だと言われてこの名前がつきました

が、真犯人はこの虫が媒体として広げる小さな『線虫』です。これが大量に増殖して

松の根っこに寄生して栄養も吸えなくして枯らすのだそうです。こうした症状ですか

ら松が若いうちは何とか持ちこたえられるようです。 
 食われても代わりが育つように小苗を植え続けていますが、防風林になるまでに枯

れてゆきます。防風林は高く伸びてからしか用を成さないからです。大体 40 年で枯

れ始めることが分かっているようです。これではまったくいたちごっこですね。 
 防御と称して毎年媒体の松くい虫が飛び始める 7 月に殺虫剤の散布をして人間の

立ち入りも禁止します。この防御方法はほとんど意味がないと言われつつ、いまだに

毎年行われています。生態系の破壊だけが残るようです。この防除も半世紀ほど行わ

れているのですが、現に効果が無いので松枯れは毎年進行しています。 
 これについては次に続きを書きます。まさに林野行政の無責任さの象徴なのです。 

by je2luz | 2006-01-09 12:55 



2006 年  01 月  10 日  

熊野の旅 松くい虫対策 続 
 松くい虫の猛威について前回も書きましたが、この海岸線の暖かいところに松枯れ

が始まったのは半世紀も前です。 
 最初は『おや？』と思うような程度でした。害虫が大量に侵入したわけではないで

すからね。それが、年を追うごとにひどくなり社会問題となるにいたりました。 
 七里御浜はいうに及ばず全国で有名な松、庭木まで枯れ始めたからです。 
 戦時中から戦後すぐの頃、生育が早くパルプ資源に使えるとかはやし立てて植林さ

れた松山も次々とやられ始めました。古来の松山で無かったところにも随分松が植え

られたことはあまり知られていません。あのまま育っていればパルプ材にならなくて

もマツタケは庶民の口に入ったはずです。 
 被害が顕著になった 30 年前には林野庁などが中心になって松くい虫対策が本格的

に研究され始めました。 

 

 この虫と線虫があるから松の類が全滅してしまうのではなくこれに耐性を持った

松の類があるはずなのでそれと日本の松の交配種を作ろう…と言う研究も着手され

たはずです。樹木の研究は野菜の研究のように一年二年で結果を確かめることは出来

ません。成木になるまで数十年は掛かります。松くい虫被害が出るのも成木になった

30 年以上とかの物です。若木のうちは線虫に取り付かれて根をやられようが皮の間

に入られようが成長がそれを上回って生きているのです。普通にすれば本当に効果が

あるかどうか確認するのに数十年掛かると言うことです。 
 この研究がどうなったのかマスコミもはじめられるときは書きましたが継続され



ているのかどうかも報じていないようです。地味すぎる研究なので成果主義になれば

打ち切られる類のものですね。 
 この研究開始された時代にはまだバイオテクノロジーとか遺伝子操作などの無か

った時代です。今なら様子も少し変わるかもしれませんね。 
 日本の松が進化して松くい虫と共存できるようになるには気が遠くなるような時

間が掛かるでしょう。それだけに、耐性を持った松を開発しないと日本の文化の一端

を担ってきた松原・松山が消えてしまうでしょうね。 

  
 カメラはエンサイン 16-20・・1952 年英国製    by je2luz | 2006-01-10 12:03 

 

 

 

2006 年  01 月  11 日  

熊野の旅 松くい虫対策 続々 
 松の品種改良について少し触れましたが、初期には交配による方法でやっていた訳

でどこまで進んだのか知れませんが、今ならバイオテクノロジーで必要な分の遺伝子

を組み替える実験も出来るでしょうね。しかし、もはや世の中の関心は松枯れなどに

は無いようです。そもそも身の回りに立派な松林などは無くなってしまっていますか

らね。 
 松が無くては観光価値がまったくなくなる『美保の松原』は松の老木を守るために

必死の努力を行っています。樹木医の定期的な手入れはもちろん植生の維持にも気を

使っています。 
 松は意外なほどデリケートな植物のようです。 
 松林を維持するにはどうやら人間に手が必要らしいですね。松林はほとんど里山に

育てられたものでした。七里御浜の松原とて自然発生で出来たものではなく先人たち

の大変な苦労で植えられ乾燥する砂利の上で根付き育つまで手入れをされてきたか

らそこにあったのです。松を育てながら下生えの木は焚物として片付け、風通しの良

い松だけの植生にしてきたのです。 
 七里御浜の松林は国有林です。国有林として登録されて営林署が管轄し始めると法

律で地元民といえども一木一草とることが出来なくなりました。枯れ枝を拾うことも

駄目でした。まして下生えの雑木を切るなんて出来ません。かといって営林署が下生

えの処理をするはずもありません。そうしているうちに松林の中は集落から浜に出る

道以外は温帯性照葉樹林が形成されて人どころが犬でも通れないジャングル状態に

なってしまいました。 
 下生えを除去してもらわないと勢いのなくなる松はそれに追い討ちをかける松く

い虫被害ではひとたまりもありませんでした。 
 下生えを放置してはいけないことが言われだしても何の対策もとられていません。

林野行政が破綻してそんな力も無いからです。以前から行ってきた消毒を継続するだ

けです。そして枯れ果てた松を伐採するだけです。以前は伐採した松は虫の駆除をか

ねてすぐに搬出したものですが、杉桧でも金にならない時代に防風林の松材を引き受

ける製材所も無く今は腐るの任せています。つまり、切るだけで虫さんに『新しい松



を探して食べなさい』と言っているだけです。 
 日本の松を再生させる努力はどうもされていないようです。 
 マツタケの研究はあちこちでされているようですね。これは銭になりますからね。 

 

カメラはイコンタ 523/16 テッサー  by je2luz | 2006-01-11 13:29 

 

 


